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令和６年度 新しい生活様式に沿った二地域居住の推進実証調査

調査体制

実施の目的 取組内容

《概 要》 《主な調査内容》

主な検証内容

1. 当該地域の現状・
課題等の整理
移住対応の棚卸し
リソースマップ

2. 窓口業務の定義と
あるべき姿の作成
業務フロー

3. 二地域居住の窓口
対応遂行
プロセス化
役割/業務定義

4. DX検証
コミュニティ管理

実施概要

保育園留学を実施している厚沢部町において、保育園留学から二地域居
住（1ヶ月滞在以上の滞在）を望むご家族への受入環境（住まい、なりわい、コミュニティ）の提供
について、現状、役割分担、作業内容が未整理のため作業が煩雑となっている。二地域居住に
向けた地域コーディネーターの職務内容を整理することで、民間連携により地域リソース、資源
最適化を推進し、二地域居住家族の滞在者を増加に繋げる。

実証地域は北海道厚沢部町であり、以下の取り組みを実施した。

● 資源の可視化：住まい、ワーキングスペース、保育施設、公共交通など

の地域資源の整理

● 窓口業務の最適化：ワンストップ対応の設計・業務フローの確立

● DX化：住まい・仕事マッチング支援のデジタル化

● 二地域居住支援：空き家マッチング、課題の整理

期待する効果

1. 家族単位での二地域居住・移

住促進

保育園留学から地続きの二地

域居住/移住に向けた推進

2. 子育て環境の向上、地域内で

の空き家や資源の確保

地域資源の課題の把握により

地域の子育て環境の改善

3. 地域のなりわい整備

地域コーディネーターの業務内

容の可視化によるリソースの

拡充と業務化

北海道厚沢部町 二地域居住の対応の一元化による効率化、可視化の実証調査

1. 地域のレンタカー利用

二地域居住窓口を活用した地域レンタカーの

活用策を実施し、地域経済への還元を高める

2. 二地域居住に向けたコミュニケーション

保育園留学中の接点から二地域居住に向けた情報発信、相談をシーム

レスに実施

3. 二地域居住者のパターン整理

保育園留学から住民票の移動を

伴う移住や二地域居住への転換

がありパターンを整理
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